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事 業 報 告 

（令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日まで） 

 

１．会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果 

当事業年度の我が国経済は、物価、賃金、金利が上昇する経済の常態化が進み、米

国の関税政策や中東情勢の不安定化による逆風に見舞われながらも内需を中心に緩

やかな回復が続きました。当社をとりまく経営環境は、勝川駅周辺の継続的な地価上

昇に伴う土地利用の高度化により駐車場用地等の確保が困難になるとともに賃借費

用や、資材等を始めとする各種経費の高騰により厳しい状況にありましたが、当社の

事業はオフィスを中心とする賃貸部門がひきつづき好調に推移したことから、急増す

る経費を吸収することができました。 

こうした中、当社は春日井市の「西の玄関」であるＪＲ勝川駅に再開発事業の中核

施設として再開発ビル（ホテル棟）を管理運営し、株式会社ホテルプラザ勝川に賃貸

する事業や、ルネック、勝川駅南口ビル共有床、春日井市コミュニティ住宅の一般貸

出などの不動産を賃貸する事業に加え、市営勝川駅前地下駐車場、市営勝川駅南口立

体駐車場、ルネックスポーツクラブなどの勝川駅前公営施設、コミュニティ住宅の指

定管理業務を春日井市より受託することで勝川駅周辺の活性化と魅力あるまちづく

りに寄与してまいりました。 

令和 7年度の当社の売上は、前期比 8百万円増の 516百万円となり、経常利益と当

期純利益はそれぞれ 60百万円、41百万円と、いずれも前期並みでした。 

 

（２）設備投資の状況 

    特記事項はありません。 

 

（３）資金調達の状況 

    特記事項はありません。 

 

（４）対処すべき課題 

勝川駅周辺は再開発事業完了後 20年以上が経過し、当社が保有、管理する物件 

も経年に見合う適切な改装、修繕を行うとともに、維持費用に見合わない資産の 

整理を行う必要があります。また、コロナ禍において実施した子会社支援が、中 

長期的に当社財務に影響することが予想されるため、既存事業の収益改善と新た 

な収益機会確保による財務体質の強化を図りながら、勝川駅周辺の活性化と魅力 

あるまちづくりを推進してまいります。 

  

 

 

 

 



- 2 - 

 

（５） 直前３事業年度の財産及び損益の状況 

区   分 
令和 4年度 

第 27期 

令和 5年度 

第 28期 

令和 6年度 

第 29期 

令和 7年度 

第 30期(当期) 

売 上 高 
    (百万円) 438 493 508 516 

経常利益 
     (百万円） 

73 57 60 60 

当期純利益 
    (百万円） 49 40 41 41 

1株当たり 

当期純利益 
3,480円15銭 2,818円99銭 2,910円92銭 2,953円25銭 

総 資 産 
    (百万円) 1,527 1,557 1,524 1,492 

純 資 産 
    (百万円) 590 630 672 714 

 

（６）重要な子会社の状況 

会社名 資本金 当社の議決権比率 主要な事業内容 

株式会社 

ホテルプラザ勝川 
１０百万円 １００％ ホテルの運営 

 

株式会社ホテルプラザ勝川の当期の売上高は 1,005百万円、経常利益は 37百万円、

当期純利益は 32百万円を計上しております。 

当社と重要な子会社 株式会社ホテルプラザ勝川の単純合算した売上高は全体で

1,521百万円であり､経常利益は 97百万円､当期純利益は 73百万円となりました。 
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（７）主要な事業内容 

① 不動産賃貸 

・ ホテルプラザ勝川 

・ ルネック 

・ 勝川駅南口ビル 

・ 勝川駅北立体駐車場 

・ 月極駐車場 

・ コミュニティ住宅一般貸出 

② 公の施設の指定管理者 

・ 勝川駅前公営施設 

・ 勝川駅前地下駐車場 

・ 勝川駅南口立体駐車場 

・ コミュニティ住宅共用部管理 

 

（８）当事業年度末における従業員の状況 

従業員数 前期末比増減数 

 ６名 1名増 

(注)上記従業員数には出向社員 1名を含みます。なお、パートタイマー３名は含み

ません。 

 

（９）当事業年度末における主要な借入先 

借入先 借入金残高 

春 日 井 市 654,600千円 
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２．会社の株式に関する事項 

（１）発行可能株式総数                   ６０，０００株 

 

 （２）当事業年度末における発行済株式の総数  １４，２０２株  

 

（３）当事業年度末における株主数 １５８名 

 

 

 

３．会社役員に関する事項 

（１）取締役及び監査役の状況  

氏 名 地  位 重要な兼職の状況 

石黒 直樹 

加藤 達也 

前川  広 

松尾 隆徳 

木野瀬 吉孝 

森田  仁 

堀部   努 

堀部 哲司 

山田  誠 

篠田 篤志 

鈴木 義久 

代表取締役社長 

代表取締役専務 

常 務 取 締 役 

取 締 役 

取 締 役 

取 締 役 

取 締 役 

取 締 役 

取 締 役 

監 査 役 

監 査 役 

春日井市長 

春日井市 副市長 

株式会社 ホテルプラザ勝川 取締役 

株式会社 ホテルプラザ勝川 取締役会長 

木野瀬印刷 株式会社 代表取締役会長 

王子製紙 株式会社 春日井工場 事務部長 

勝川駅南口ビル共有者組合 理事長 

ルネック共有者組合 理事長 

株式会社 大垣共立銀行 常務執行役員 

篠田篤志税理士事務所 代表 

東春信用金庫 会長 

（注）1. 松尾 隆徳氏・木野瀬 吉孝氏・森田 仁氏・堀部 努氏・堀部 哲司氏・山田 誠氏

は、社外取締役であります。 

２. 監査役全員は、社外監査役であります。 
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貸借対照表 
（令和 8年 3月 31日現在） 

（単位：千円） 

 
（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

資 産 の 部 負債及び純資産の部 

科  目 金  額 科  目 金  額 

【資産の部】 

流 動 資 産 

現金及び預金   

  売 掛 金 

貯 蔵 品 

立 替 金 

前 払 費 用 

未 収 入 金 

貸倒引当金 

 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

建物附属設備 

構 築 物 

機 械 装 置 

工具器具及び備品 

リース資産 

土 地 

無形固定資産 

ソフトウエア 

投資その他の資産 

関係会社株式 

出 資 金 

長期前払費用 

 

232,054 

220,300 

7,884 

729 

3,590 

1,474 

249 

△2,174 

 

1,260,816 

932,924 

454,402 

116,970 

2,456 

0 

8,321 

17,855 

332,918 

2,752 

2,752 

325,139 

290,000 

170 

34,969 

【負債の部】 

流 動 負 債 

1 年以内返済長期借入金 

リース債務 

未 払 費 用 

未払法人税等 

未払消費税等 

前 受 金 

預 り 金 

 

固 定 負 債 

長期借入金 

リース債務 

預り保証金 

 

 

109,560 

59,700 

3,055 

10,724 

11,489 

7,592 

15,368 

1,629 

 

669,292 

594,900 

2,077 

72,314 

 

負 債 合 計 778,853 

【純資産の部】 

株 主 資 本 

資 本 金 

資本 剰 余金 

資本準備金 

利益 剰 余金 

繰越利益剰余金 

 

 

714,017 

410,600 

300,000 

300,000 

3,417 

3,417 

 

純 資 産 合 計 714,017 

資 産 合 計 1,492,870 負債･純資産合計 1,492,870 
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損益計算書 
 

令和 7年4月 1日から 

令和 8年3月31日まで 

                （単位：千円） 

科    目 金   額 

 

売 上 高 

 

売 上 原 価 

 

 

 

 

 

516,506 

 

384,338 
  

売上総利益 
  

販売費及び一般管理費 

 
 

 

 

132,168 
  

71,690 
  

営 業 利 益 
 

営業外収益 
  

受取利息及び配当金 
  

 雑 収 入 

 

 
 

 

 

 

319 
 

39 

 

60,478 
 

 

 

 

 
 

359 

  

営業外費用 
  

支 払 利 息 

  

 雑 損 失 

  

 
 

255 
 

0 

  

 

 

 
 

255 
   

経 常 利 益 

 

特別損失 
 

 固定資産除却損 
 

 

 

 

 
 

7 

   

60,581 
 

 

 

 

7 

  

税引前当期純利益 
  

法人税、住民税及び事業税 

 
  

60,574 
  

18,632 
  

当 期 純 利 益 
  

 
  

41,942 

 
（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 
（令和 7年 4月 1日 から 令和 8年 3月 31日 まで） 

（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

 株     主     資     本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資 本 
準備金 

資 本 
剰余金 
合 計 

その他利益
剰 余 金 利 益 

剰余金 
合 計 繰 越 利 益 

剰 余 金 

当期首残高 410,600 300,000 300,000 △38,524 △38,524 

当期変動額      

当期純利益     41,942  41,942 

当期変動額合計    41,942 41,942 

当期末残高 410,600 300,000 300,000 3,417 3,417 

 株主資本 

 

純資産合計 

  
 
 

株主資本 
合  計 

 
 
 

当期首残高 672,075 672,075 

当期変動額   

当期純利益 41,942 41,942 

当期変動額合計 41,942 41,942 

当期末残高 714,017 714,017 
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個別注記表 
 

重要な会計方針 

 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

   関係会社株式・・・総平均法による原価法を採用しております。 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

      定額法を採用しております。 

       

（２）無形固定資産（リース資産を除く） 

      定額法を採用しております。 

 

 （３）リース資産 

  所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

  自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用してお

ります。 

 

３．引当金の計上基準 

   貸倒引当金・・・・債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は法定繰入率等を参考として、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。 

 

４．消費税等の処理方法 

   税抜方式を採用しております。 

 

 

 

 

 

株主資本等変動計算書に関する注記 

 
 当事業年度の末日における発行済株式の総数 

  普通株式             １４，２０２株 
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監 査 報 告 書 
 

 

第 30 期事業年度（令和 7 年 4 月 1 日から令和8 年 3 月 31 日まで）の事業報告、

計算書類、これらの附属明細書その他取締役の職務執行の監査について、次のとおり

報告します。 

  

１．監査の方法及びその内容 

 各監査役は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等か

らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書

類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしまし

た。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図

り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事

業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書

類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属

明細書について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

（１）事業報告等の監査結果 

  一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正し

く示しているものと認めます。 

  二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反す

る重大な事実は認められません。 

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果 

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重

要な点において適正に表示しているものと認めます。 

 

 

令和８年５月１１日 
 

                勝 川 開 発 株 式 会 社   

 

                    監 査 役  篠 田 篤 志  ㊞ 

 

                    監 査 役  鈴 木 義 久  ㊞ 

 

 

監査報告書 謄本 


